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はじめに

　本研究は、東アラブ圏（エジプト以東イラ
ク以西のアラビア語圏）のうち、エジプトと
シリアにおけるワクフ（財産信託）制度の歴
史について、マムルーク朝時代（1250-1517
年）を中心に検討し、ワクフ研究、さらには
信託や公益に関する比較史研究を展開してい
くことを目的としている。具体的な研究項目
は、次の二人が設定したワクフの詳細と特徴
を、主としてアラビア語古文書（ワクフ設定
文書）に基づいて明らかにすることである。
1）　マムルーク朝スルタン = バルスバーイ
（在位1422-38年）が設定した一連のワクフ

2）　マムルーク朝スルタン = ガウリー（在位
1501-16年）の孫娘であるファーティマが
設定したワクフ

　ワクフとは、イスラーム世界（イスラーム

教徒が支配者で、イスラーム法が施行されて
いる地域）において私財の所有者が、そこか
ら得られる収益をある特定の慈善目的（モス
クや学校の運営など）に永久にあてるため、
私財の所有権を放棄し、その管理運営をある
特定の人物ないし機関に任せることであり、
信託に類似した制度である。前近代のイスラ
ーム世界でインフラの整備や公益の推進等に
重要な役割を果たしたことから、国内外の学
界で活発に議論されているテーマの一つであ
る。同時代アラビア語史料の豊富なマムルー
ク朝時代に関しても数多くの研究がなされて
きた。しかし、なお残された問題も少なくな
い。
　最も重要な課題は、ワクフの個別事例を精
査したケーススタディを進めることである。
先行研究の多くは、例えば救貧を論じるため
に、任意の複数のワクフを取り上げるが、各
ワクフの一部（例えば対象・受益者）のみを
検討対象とし、それ以外の要素（設定者、財源、
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運営条件等）を捨象しており、一面的な議論
にとどまっている。また、利用したワクフ設
定文書（ワクフ設定時に作成され、対象・受
益者、財源、支出、運営条件等を詳細に定め
た文書）をはじめとするアラビア語古文書を
積極的に校訂し公表することも求められてい
る。ワクフ研究の進展のためには、アクセス
も解読も容易ではない古文書の校訂と公表が
不可欠であるが、現在までのところ公刊され
ているのは、部分校訂を含めても、現存する
古文書の 1 割程度に過ぎないからである（1）。

1.　バルスバーイのワクフ

　マムルーク朝スルタン = バルスバーイ（在
位1422-38年）は、同時代人によって貪欲だ
と非難され、現代の研究においてもそのよう
に評されることがある一方で、宗教施設の敬
虔なパトロンとも言われる。実際彼は、自身
で数多くの宗教施設（ワクフ対象施設）を建
設し、それらに豊富なワクフ財源をあてるだ
けでなく、他の建造物を修築したり、ワクフ
財源を追加したりすることにも熱心であっ
た（2）。バルスバーイのワクフに関しては、後
述のように、さまざまなアラビア語史料があ
り、研究に利用されてきた。それらの一つ、
バルスバーイのワクフ設定文書の摘要の集
成（エジプト国立図書館所蔵写本 MS 3390 
ta rīkh）は、既に1963年にアフマド・ダッラ
ーグによって校訂出版されてもいる（3）。しか
しながら、この摘要集を含め、バルスバーイ
のワクフに関する記録は、これまで十分に分
析、検証されてはこなかった。それゆえ、史
料間の関係も明らかにはされていない。加え
て、バルスバーイのワクフに関する別の古文
書が、ドイツのゴータ研究図書館に所蔵さ
れていることが最近になって判明した（MS 
Orient. A 1689）。
　以下では、この MS Orient. A 1689 （FB, 
Gotha）を中心に、バルスバーイのワクフに
関する記録を整理し、検討する。

⑴　MS Orient A. 1689 （FB, Gotha）の概要
　ゴータ研究図書館の写本目録によれば、
MS Orient. A 1689は19.5㎝×13.5㎝の大き
さであり、27葉からなる。ナスタアリーク書
体に似たナスフ書体で書かれており、 1 ペ
ージあたり19行である（4）。第 1 葉裏に、「ス
ルタン = アシュラフ・バルスバーイのワク
フ 文 書 概 要 Zubd fahrasat kutub al-awqāf al-

sult
3

āniyya al-Ashrafiyya Barsbāy」と表題が記
されている。最後の第27葉の表裏からは、こ
の写本が、ヒジュラ暦877年シャアバーン月
25日（西暦1473年 1 月25日）作成の原本を
もとにして、929年ジュマーダー第 1 月20
日（1523年 4 月 6 日）に作成されたことがわ
かる。また、第 1 葉表に“Kahira 1809. No. 
1498./ U. J. Seetzen”というメモがある。こ
れは、ドイツの旅行家・東洋学者のウルリッ
ヒ・ヤスパー・ゼーツェン（1767-1811年）
がカイロで1809年にこの写本を入手し、1498
という番号をつけてゴータに送ったことを意
味している（5）。
　写本の内容は、4 部に分けることができる。
第 1 部（fol. 1b）には、次のワクフ対象・受
益者が挙げられている。
− ハラマイン（メッカ・メディナ両聖地）
− カイロ市内にバルスバーイが建てたモス

ク・マドラサ（学院）
− カイロのナスル門近くにバルスバーイが建

てたモスク
− カイロ郊外サフラー地区にバルスバーイが

建てた複合施設
− カイロ郊外シルヤークースにバルスバーイ

が建てたモスク
− エジプトのサワーダ（またはシャワーダ）

にバルスバーイが建てた給水施設
− カイロ郊外の小カラーファ地区にある聖者

ズー・アンヌーン・アルミスリーの修道院
− カイロ市内のバルスバーイのモスク内にあ

る妻ファーティマの墓
− サフラー地区のバルスバーイの複合施設近

くのウルンブガー（詳細不明）の墓
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　第 2 部（fols. 1b-6a）は、財源となる物件
のリストである。第 3 部（fols. 6b-22b）では、
各ワクフ対象・受益者の支出の詳細が説明さ
れ、一部の対象・受益者については、それら
の財源とされた物件も言及されている。そし
て第 4 部（fols. 22b-27a）には、ワクフの運
営条件と、後に変更された規定がまとめて記
されている。例えばワクフの管理運営は、バ
ルスバーイ自身が行うか、代理人を任命でき
るとされた。そして、指示なくバルスバーイ
が死んだ後は、エジプトにあるワクフ財源の
物件の管理は、エジプトの官房長と秘書長が
バルスバーイの子孫ないしは解放奴隷のひと
りと共同で行い、もし彼らの誰もが管理人（受
託者）になれない場合は、エジプトのムスリ
ム裁判官（おそらく首席裁判官）がその仕事
を行うこととされた。また、シリアのワクフ
財源の物件の管理は、ダマスクス総督の官房
長に委ねられた。
　このように、MS Orient. A 1689は、バル
スバーイの複数のワクフ設定文書の単なる集
成ではなく、それらの内容を要約し、 1 通の
ワクフ設定文書のようにまとめたものである。

⑵　他の文書史料
　ダッラーグによって出版された、前述の
ワクフ設定文書摘要集 MS 3390 ta rīkh （DK, 
Cairo） は、MS Orient. A 1689と は 全 く 異
なる構成である。827年ジュマーダー第 2 月
16日（1424年 5 月16日）から841年ラジャブ
月24日（1438年 1 月21日）までの間に作成
されたワクフ設定文書24点の摘要をほぼ年
代順に並べたものである。この摘要集と MS 
Orient. A 1689の内容における相違について
は、次節で述べる。
　MS 3390 ta rīkh のほかに、カイロにはバ
ルスバーイのワクフに関する文書史料が 3 点
存在する。すなわち、ワクフ省所蔵の写本

（WA 880 qadīm）、エジプト国立公文書館所
蔵の写本（DW 27/173）およびワクフ設定
文書（DW 15/92）である（6）。

　DW 27/173の第278葉表から裏にかけて
は、この写本の形状が説明されている。それ
によれば、10葉で 1 帖を構成し、全部で28帖
になるという。ただし、第14帖には 8 葉しか
ないので、全葉数は278である。また、各ペ
ージは11行だが、第 7 帖第 6 葉（65a, b）は
12行であるという。以上の説明は、第281葉
表までの写本の形状にほぼ一致している。こ
の写本が原文書と対校されたのは876年ズー・
アルヒッジャ月 1 日（1472年 5 月10日）であ
った。その後、新たに作成された文書が付加
されていき、DW 27/173は全部で300葉とな
っている。最後の部分は損傷が激しいが、判
別できる最も新しい日付は992年シャアバー
ン月 1 日（1584年 8 月 8 日）である。なお、
第 8 葉から第29葉は錯簡が著しい。
　WA 880q は430ページからなり、最後の部
分を除いて、内容は DW 27/173と同じであ
る。これまでに WA 880q は、ムハンマド・
アミーンによって、彼のマムルーク朝時代
エジプトのワクフに関する専著で部分的に公
刊されている（7）。レオノール・フェルナンデ
スは WA 880q と DW 27/173を利用し、WA 
880q の一部を翻刻しているが、それを誤っ
て DW 27/173としている（8）。フサーム・ア
ッディーン・イスマーイール は、WA 880q 
を参照しつつ、主に DW 27/173を利用して
おり、後者の一部を公刊している（9）。しかる
に、彼らの誰も両文書の関係を十分に検討し
ていない。
　WA 880q は同一の筆跡で書かれており、
原本との対校がなされたのは、1030年サフ
ァル月 2 日（1620年12月27日）だったとい
う。前述の DW 27/173の形状に関する説明
とまったく同じ文言が WA 880q にも見られ
るので、WA 880q の原本は DW 27/173であ
ると考えられる。また WA 880q には、DW 
27/173のような錯簡が見られない。したが
っ て、WA 880q が DW 27/173と 対 校 さ れ
た1030年サファル月 2 日の時点では、DW 
27/173に錯簡はまだ生じていなかったと思わ
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れる。ただし、DW 27/173内の最新の日付
（992年シャアバーン月 1 日）をもつ文書およ
びその後に付加された日付不明の文書ないし
文言は WA 880q に含まれていない。その理
由は不明だが、見落とされたのか、既に損傷
が激しかったために筆写されなかったのであ
ろう。
　さて、DW 27/173も WA 880q も、複数の
ワクフ設定文書をそのまま集成したものでは
なく、それらの内容を編纂し、合わせて関連
文書の写しを収録したものである。最初にワ
クフ対象・受益者が挙げられ、財源の物件の
説明が続いた後、各ワクフ対象・受益者ごと
に支出の詳細と運営条件が記され、最後にワ
クフに関連する確定文書、施行文書の写し
が収録されている。確定文書、施行文書の
写しの部分を除けば、この構成は、概ね MS 
Orient A. 1689 （FB, Gotha）に似ている。そ
れゆえ、MS Orient A. 1689が基づいた877年
シャアバーン月25日（1473年 1 月25日）付け
の原本は、DW 27/173の要約・概要であっ
たと考えられる。
　『新編エジプト地誌』の著者アリー・ムバ
ーラク（1823/24-93年）は、バルスバーイの
ワクフ文書を参照したという（10）。その記述
は、MS Orient A. 1689をさらに要約したよ
うなものであるが、前述の通り、同文書は既
に1809年にゼーツェンによって入手され、ゴ
ータに送られているので、アリー・ムバーラ
クが見たのは、877年シャアバーン月25日付
けワクフ設定文書概要原本か、DW 27/173
ないし WA 880q であろう。
　DW 15/92は、839年ズー・アルカアダ月
22日（1436年 6 月 7 日）と840年ラマダーン
月 2 日（1437年 3 月10日）に作成されたらし
い（11）。これらの日付は、DW 27/173と WA 
880q で言及されているので、DW 15/92の内
容は、おそらく両文書およびその概要であ
る MS Orient A. 1689には含まれていると考
えられる。一方、ワクフ設定文書摘要集 MS 
3390 ta rīkh （DK, Cairo）には、DW 15/92と

同じ日付の文書はない。
　その他、バルスバーイのワクフに関わる碑
文があるが、これらについては次節で触れる。

⑶　バルスバーイのワクフ
　バルスバーイのワクフの財源とされた各
物件の外観などの詳細を知るためには、DW 
27/173を WA 880q と対照させつつ見る必要
があるが、ワクフの全体像を把握するのであ
れば、DW 27/173の概要である MS Orient 
A. 1689 （FB, Gotha）に加え、MS 3390 ta - 
rīkh （DK, Cairo）および碑文 2 点を参照すれ
ばよい。バルスバーイのワクフに関わる碑文
は計 4 点あるが（12）、そのうち 2 点の内容は、
MS Orient A. 1689により詳しく記されてお
り、特に見る必要はない。ここでは、ワクフ
の詳しい分析は省略するが、まず MS Orient 
A. 1689と MS 3390 ta rīkh の相違を明らかに
し、次に両文書には見られない情報を碑文か
ら補うことにする。
　既に校訂者ダッラーグが指摘しているよう
に、ワクフ設定文書摘要集 MS 3390 ta rīkh
は、バルスバーイのすべてのワクフ設定文書
を収録しているわけではない。それゆえダッ
ラーグは、アリー・ムバーラクをはじめとす
る叙述史料や碑文を参照しているが、それら
よりも MS Orient A. 1689が多くの点で MS 
3390 ta rīkh の欠を補ってくれる。
　ワクフ財源としては、MS Orient A. 1689
に挙げられている80件の物件のうち 7 件が
MS 3390 ta rīkh には見られない。これらの
物件は、MS 3390 ta rīkh に収録されていな
い文書によってワクフ財源にされたものと考
えられる。
　MS 3390 ta rīkh にはなく、MS Orient A. 
1689で言及されているワクフ対象・受益者と
しては、ハラマイン（メッカ・メディナ両聖
地）がある。具体的には、メッカにあるアイ
ン・バーザーンという井戸、アッバース朝カ
リフ = ムスタンスィル（在位1226-42年）建
造の病院、メッカの聖モスクおよびメディナ
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の預言者モスクにおけるコーラン読誦、両聖
地に滞在する貧者のための衣類などが受益対
象として挙げられている。また、ワクフ財源
の収益から月額銅貨1,000ディルハムがカイ
ロ郊外の小カラーファ地区にある聖者ズー・
アンヌーンの修道院に対してあてられてい
たことも、MS 3390 ta rīkh にはないが、MS 
Orient A. 1689には記されている（13）。
　ワクフ対象の宗教施設の職員や彼らへの給
与についても、MS 3390 ta rīkh にない情報
が MS Orient A. 1689に散見される。さらに、
カイロにあるアズハル・モスクの貯水池に水
を供給するための費用が MS 3390 ta rīkh 所
収の文書で定められていたが、それが後に取
り消されたことが MS Orient A. 1689からわ
かる。
　逆に、MS Orient A. 1689にはないが、MS 
3390 ta rīkh には見られる情報もある。例え
ば、サフラー地区の複合施設のシャイフ（長
老）に任命される人物の名前が、MS 3390 
ta rīkh には具体的に記されており、同様に
いくつものポストで個人名が挙げられてい
る。しかし、MS Orient A. 1689にはそのよ
うな例はほとんどない。おそらく、このよう
なワクフ設定当時の情報が、MS Orient A. 
1689の原本が編纂される頃には、もはや重要
性をもたなくなっており、省略されたからで
はないかと考えられる。なお、MS 3390 ta - 
rīkh でしか言及されていないポストがひと
つあるが、それがなぜなのかは不明である。
　これらの文書史料に見られない情報を提供
する碑文が、前述の通り 2 点ある。そのひと
つによれば、即位したばかりのバルスバーイ
は、著名な法学者イブン・タイミーヤ（1258-
1326年）のダマスクスにある廟のために、ダ
マスクス郊外の 2 店舗をワクフ財源として
1422年に追加したという（14）。また、もうひ
とつの碑文によると、1431年にバルスバーイ
は、カイロ郊外サフラー地区にある彼の兄弟
ヤシュバクの墓および他の親戚 2 人の墓、カ
イロ市内のスルタン = カラーウーン（在位

1279-90年）建造のマンスール病院、カイロ
郊外フサイニーヤ地区のスルタン = バイバ
ルス（在位1260-77年）のモスクに対し、 3
件の物件をワクフ財源として定めている（15）。

　これら基本史料である MS Orient A. 1689、
MS 3390 ta rīkh （DK, Cairo）、碑文 2 点に基
づいて、あらためてバルスバーイのワクフを
見直してみると、冒頭で触れた彼についての
アンビバレントな評価が彼のワクフにもあて
はまるように思われる。彼は精力的にワクフ
財源の獲得に取り組み、ときには強引な方法
をとることも厭わなかったことが年代記など
に記されている。そして、その結果集められ
た多数の物件のほとんどは、カイロおよびそ
の郊外の店舗など商業施設かエジプトの農地
であり、支出を大きく上回る収益をもたらし
たものと推測される。このように、ワクフ財
源については、バルスバーイは貪欲であった。
しかし、その一方で、彼のワクフの対象・受
益者は、自らが建てた施設にとどまらず、メ
ッカ、メディナ、バイバルスのモスク、マン
スール病院、聖者や法学者の墓など多岐にわ
たった。その意味では、バルスバーイはたし
かに公益・福祉を意識した敬虔なパトロンだ
ったと見なすことができる。
　もっとも、バルスバーイのワクフは、彼の
性格を反映しているというよりも、ワクフ制
度のメリットを、あらためて明確に示すもの
というべきかもしれない。そもそもワクフ制
度がイスラーム世界で普及した理由は、信託
と同様に、財産を安全に管理・運用して、子
孫などに承継できる上、公益や福祉の推進等
にも貢献できること、しかもそれらを自由に
組み合わせられることであったと考えられて
いるからである。

2.　ファーティマのワクフと子孫

　マムルーク朝スルタン = ガウリー（在位
1501-16年）も、ワクフ設定に非常に熱心で
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あり、彼のワクフに関する研究は数多い。し
かし、その孫娘であるファーティマが、夫の
オスマン朝総督ララ・ムスタファ・パシャ

（1580年没）の協力を得て、シリアで1567年
に設定したワクフについては、その設定文書
が既に1925年に翻刻、出版されているにもか
かわらず、これまでにほとんど検討されたこ
とがない。この文書は、とりわけ次の 3 点で
重要な史料である。第一に、現存する16世紀
以前のワクフ設定文書の大多数はエジプト、
特にカイロに関わるものであり、シリアに関
わるものは少数だからである。しかも、近年
のシリア情勢からすれば、それらの限られた
古文書もこの間に損失してしまった可能性が
あり、なお一層貴重な史料であるということ
ができる。第二に、女性によるワクフがそも
そも多くないせいもあり、女性のワクフ設定
文書が僅かしか伝存していないからである。
第三に、マムルーク朝時代の支配者の子弟が、
続くオスマン朝支配時代以降にどのような運
命を辿ったかを具体的に知ることのできる事
例だからである。

⑴　家族背景
　ファーティマの父方の祖父ガウリーについ
ては、説明不要であろう。彼は、マムルーク
朝の実質的に最後のスルタンであった。

釈放され、その年（1489年）の暮れに十人長
の位階に、おそらくは戻された（17）。それか
らしばらくの間のシーバーイの動向は不明で
あるが、1497年にエジプトの百人長とされて
いる（18）。その後、1500-01年に厩舎長に任命
された後に、ハマー総督とされ、1502年には
ガウリーによってアレッポ総督に配置換えと
なった（19）。 2 年後、1504年にガウリーに対
する反乱に加担するが、反乱の首謀者がすぐ
に捕えられたため、シーバーイはスルタンに
許しを請い、翌1505年の初めに許されて、会
議長に任命された。その 8 ヵ月後、ダマス
クス総督に任命され、1516年にオスマン朝と
の戦いで敗死するまで、11年間その職にあっ
た（20）。
　ファーティマの父ナースィル・ムハンマ
ドは、1501-02年あるいは1504-05年に生ま
れた（21）。1511年に飲物係に任命され、1514
年には四十人長に昇進し、倉庫長になった。
1514年にはまた、シーバーイの娘シャクラー
と結婚している（22）。ガウリーがオスマン朝
を恐れて、ダマスクス総督シーバーイとの関
係を強化するために行った政略結婚であっ
た。翌1515年、ナースィル・ムハンマドは厩
舎長に任命された（23）。そして1516年、オス
マン朝軍と戦うために、父とともにアレッポ
に向かったが、父の命令で同地に留まり、戦
いには参加しなかった（24）。マムルーク朝軍
敗北の報が伝わると、ナースィル・ムハンマ
ドは義母や妻、マムルーク朝の敗残兵や高官
たちと一緒に、ダマスクスを経てカイロへ逃
げた。カイロでは、新しく即位した従兄弟の
アシュラフ・トゥマーンバーイに迎えられた
が、彼のムハンマドへの対応は冷たいものだ
った。兵士への俸給を支払うために、ムハン
マドの財産の一部を没収したのである（25）。
　それと対照的だったのが、オスマン朝君
主セリム１世（在位1512-20年）の対応であ
る。エジプト征服後、ナースィル・ムハンマ
ドを丁重に扱い、彼がカイロ市内にある父ガ
ウリーのマドラサで寝起きすることを許した

　ファーティマの母方の祖父は、軍司令官の
シーバーイであった。彼の初期の経歴は不
明だが、カーイトバーイ（在位1468−96年）
治世の1487年に、アナトリア東南部のシー
ス（現コザン）の総督に任命された（16）。翌
年、オスマン朝軍に捕えられたが、 1 年後に
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のであった。1517年、セリム１世はナースィ
ル・ムハンマドを連れて、イスタンブルに戻
った。イスタンブルでは、ムハンマドは毎日
500ディルハム相当の飼料を支給された（26）。
また、父ガウリーから相続した不動産が、私
財やワクフ財の形で、カイロやアレッポなど
にあった。しかしながら、彼は飲食や遊興に
散財し、ついには借金するまでになった。そ
して、しばらくイスタンブルを離れ、ダマス
クスやアレッポで暮らし、スレイマン 1 世

（在位1520-66年）が即位した後に、イスタン
ブルに戻ってきたという。おそらく、この間
にムハンマドは、それらの地で金を工面した
り、財産を守る手段を講じたりしたのではな
いかと思われる。ともあれ彼は、カイロにも
立ち寄ったようである。なぜなら、1520年、
カイロにある父のマドラサのために、いくつ
かの物件をワクフとして追加しているからで
ある（27）。ナースィル・ムハンマドが死んだの
は、1540-41年にイスタンブルでのことであ
り、遺骸は同地のエユップ墓地に埋葬された。

命じられたが、途中のカイロでエジプト州総
督と対立した。エジプト州総督は、ララ・ム
スタファ・パシャがマムルーク朝スルタン =
ガウリーの血をひく自身の息子をエジプトの
支配者にしようと画策して、イエメンに向け
てカイロをなかなか出発しないのだと非難し
た（29）。結局、ララ・ムスタファ・パシャは
遠征軍指揮官の任を解かれ、ダマスクス、つ
いでイスタンブルに召還された。ダマスクス
では、他人の私財やワクフ財を横領し、自分
のワクフの財源にしていると訴えられたが、
許され、彼のワクフも認可された（30）。その後、
1570年にキプロス遠征を命じられて、翌年キ
プロスを征服した。また、1578年には、サフ
ァヴィー朝（1501-1736年）に対してコーカ
サスへの遠征を命じられたが、途中で解任さ
れ、イスタンブルに呼び戻された。それから
ほどなくした1580年、ララ・ムスタファ・パ
シャは死去し、エユップ墓地に埋葬された。
　ファーティマ自身については、残念ながら
ほとんど情報がない。彼女の生年は最も早く
て1517年が考えられるが、おそらくはそれよ
りも後である。なぜなら、彼女の両親は1514
年に結婚はしたものの、床入したのは1516年
から1517年までのカイロ滞在中のこととされ
ており、しかも母シャクラーはこのときせい
ぜい10才だったからである（31）。ファーティ
マがララ・ムスタファ・パシャと結婚したの
は1541年と考えられる。また、彼女が亡くな
ったのは、夫がキプロス遠征中のことであっ
たとされるので、1570年から1571年の間とい
うことになる（32）。

⑵　ワクフ
　ファーティマとララ・ムスタファ・パシャ
夫妻のワクフ設定文書の写しをまとめたダマ
スクスのワクフ局所蔵の写本は、1922年にイ
スラーム法廷で裏づけられた後、後述の彼ら
の子孫の一人ハリール・アフマド・マルダム
ベイによって1925年に出版された（33）。ある
研究者によれば、別の写しがファーティマと

　ファーティマの夫ララ・ムスタファ・パシ
ャは、ボスニアで生まれ、兄フスレウ・パシ
ャの仲介で、セリム１世の治世に宮廷に入っ
た（28）。その後、彼は順調に昇進し、1556-57
年に、後のセリム 2 世（在位1566-74年）の
養育係（ララ）に任じられた。そしてヴァン、
エルズルム、アレッポの州総督職を歴任した
後、1563年から1568年までダマスクス州総督
を務めた。1568年、イエメンに遠征するよう
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ララ・ムスタファ・パシャとに分けられて、
アンカラのワクフ管理事務所にも所蔵されて
いるという（34）。写本は61葉ないしページか
らなる（35）。ファーティマのアラビア語ワク
フ設定文書は第53葉裏（ないし53ページ途中）
から始まって第60葉（ページ）まで続き、最
後の第61葉（ページ）にはオスマン語による
補訂が書き込まれている。一方、最初の53葉

（ページ）はララ・ムスタファ・パシャのワ
クフに関するアラビア語とオスマン語の文書
をカバーしている。
　ファーティマの文書が作成されたのは、
974年ズー・アルヒッジャ月26日（1567年 7
月 4 日）のことであり、夫がダマスクス州総
督だったときである。この文書では、ララ・
ムスタファ・パシャは、ワクフの設定者とさ
れている。すなわち、彼はファーティマの代
理として実際にワクフの設定を行ったという
ことである。文書の内容は、 2 部に分けるこ
とができる。第 1 部は、パレスチナのジェニ
ーンにファーティマが建てさせたモスク複合
施設に関係し、第 2 部は、ダマスクス郊外の
彼女の家族墓に関係する。
　ファーティマとララ・ムスタファ・パシャ
夫妻の末裔の一人であり、一族の歴史に関す
る本の著者であるタミーム・マルダムベイは、
典拠を挙げていないが、次のような話を伝え
ている。あるときファーティマがジェニーン
を通りかかり、その地が気に入って、モスク
だけでなく、旅行者のための宿泊所も建設す
ることを決めたというのである（36）。
　その真偽はともかく、ファーティマは36の
物件をこのモスク複合施設の財源としてい
る。そのうち33件は、大シリアの村または枝
村の全部ないし一部であり、ハマーとヒムス
からダマスクス、サファド、ジェニーンを通
りナーブルスに至る幹線に沿って散在してい
た。
　興味深いのは、この文書には、ファーティ
マがこれらの物件をどのようにして得たかが
記されていることである。36件中27件、75％

の物件は、祖父ガウリーのワクフ財であり、
ファーティマはそれらを、別の財との交換を
通じて入手した。また、ハマー、ヒムスにあ
る 7 件、約20％は、祖父から父ナースィル・
ムハンマドを経て相続したものであった。ナ
ースィル・ムハンマドは、前述のように、享
楽的な暮らしを送ったが、それでもなお娘の
ために若干の財産を残したのである。残る 2
件、約 5 ％のワクフ財、ナーブルスの村と庭
園は、ファーティマ自身が購入したものであ
った。
　ワクフの対象・受益者である複合施設には、
モスク、旅行者が宿泊できる部屋のほかに、
給食施設が設けられ、そこで毎夕、貧者に提
供されるスープとパンの材料費が計上されて
いる。余剰分は、ファーティマが受け取り、
彼女の死後は、子孫が男子 2 対女子 1 の割合
で受益権を相続し、女子は他家に嫁いだ場合
は取り分を失うことに定められた。そして、
もし家系が絶えた場合は、ダマスクス郊外の
家族墓でコーランを読誦するために使うよう
にとされた。また、ワクフの管理運営は、フ
ァーティマが担当し、彼女の死後は、子孫の
うち最もふさわしい者が管理人（受託者）に
なるように定められた。
　ファーティマはまた、家族墓のためにも 5
つの物件をワクフ財源としている。ジェニー
ンのモスク複合施設のための物件とは異な
り、家族墓のための物件のほとんどが家屋な
どダマスクス市内や周辺の都市内不動産であ
ったことが特徴である。支出は、主に家族墓
のコーラン読誦者の俸給であった。
　300件以上の物件を財源とするララ・ムス
タファ・パシャの大規模なワクフと比べれ
ば（37）、ファーティマのワクフは慎ましいも
のであるが、両者の主目的は同じであった。
ララ・ムスタファ・パシャのワクフの主な対
象・受益者は、シリア南西部クナイトラに彼
が建造した複合施設であり、ファーティマの
ジェニーンの施設と同様に、ダマスクスから
エルサレムに至る幹線に位置し、モスク、貧



− −112 信託研究奨励金論集第39号（2018.11）

者のための給食施設、旅行者のための部屋か
らなるものであった。また、ララ・ムスタファ・
パシャのワクフの財源とされた物件も、ファ
ーティマのワクフ物件と同じような場所にあ
る。この夫婦のワクフが二人の共同事業とし
て計画されたことは間違いないと思われる。
いずれにせよ、彼らのワクフは、子孫たちに
よって一緒に管理運営されることになった。

⑶　子孫たち
　オスマン朝の歴史家ムスタファ・アーリー

（1541-1600年）によれば、ララ・ムスタファ・
パシャとファーティマの息子ムハンマド・パ
シャは、いくつかの県で軍政官を務めた後、
ドゥルカドリーヤとアレッポの州総督に任命
されたという。そして、30才のとき、アレッ
ポで金貨1,000枚を残して死んだという（38）。
また彼は、過度の飲酒による胃腸障害で1575
年に死去し、父方の叔父フスレウ・パシャが
アレッポに建設した複合施設に埋葬されたと
も伝えられる（39）。
　タミーム・マルダムベイは、ララ・ムスタ

ファ・パシャがファーティマ以外の女性とは
結婚しなかったと考え、また、彼らの子ムハ
ンマド・パシャがアブド・アルバーキーとも
呼ばれたと述べる（40）。さらに彼は、ムハン
マド・パシャ（アブド・アルバーキー）より
6 代後のアブド・アッラフマーン以降、この
一族が、ララ・ムスタファ・パシャの別称に
ちなんで、マルダムベイと呼ばれるようにな
ったとする（41）。
　しかしながら、タミーム・マルダムベイの
以上の見解を支持することはできない。まず、
マルダムベイという名字が、アブド・アッラ
フマーンよりも前の代から使われていたこ
とを史料で確認できるからである（42）。また、
ファーティマの死後、ララ・ムスタファ・パ
シャは、スレイマン 1 世の子メフメトの娘フ
マー・スルタンと結婚し、彼らの間の子アブ
ド・アルバーキーだけがララ・ムスタファ・
パシャよりも長生きしたとムスタファ・ア
ーリーが述べているからである（43）。ただし、
このオスマン家の血をひくアブド・アルバー
キーがムハンマド・パシャと混同されたので
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はなさそうである。最近アストリッド・マイ
ヤーが、文書史料に基づいて、ムハンマド・
パシャにアブド・アルバーキーという名の息
子がいたことを明らかにしているからであ
る（44）。
　また、彼女によれば、ヤフヤー・キルミシ
ーの子ムスタファ・ベイという人物が、彼の
母親で、ムハンマド・パシャの子アブド・ア
ルバーキーの曾孫にあたるラビーヤに代わっ
て、1729年にララ・ムスタファ・パシャとフ
ァーティマのワクフの管理人になったとい
う。このことは、タミーム・マルダムベイな
いしはマルダムベイ家の伝承が、意図的か否
かはともかく、アブド・アルバーキーを省略
し、ファーティマとララ・ムスタファ・パシ
ャの子ムハンマド・パシャの下にキルミシー
家の系譜を継いだことを意味している。
　マイヤーによって再構成された系譜をもと
に、さらに我々は次のように推測を進めるこ
とができる。第一に、ジェニーンのモスクの
旅行者用の部屋を修築したと伝えられるムス
タファという軍司令官（45）は、アブド・アル
バーキーの娘アーイシャの息子ムスタファ・
エフェンディと同一人物であろう。第二に、
彼のいとこの子ムハンマドは、1712年にララ・
ムスタファ・パシャのワクフの管理人だった
というムハンマド・ベイ（46）のことであろう
と思われる。第三に、ムスタファ・エフェン
ディの孫ムスタファ・ベイは、マルダムベイ
という名字がはじめて言及された人物、すな
わち「マルダムベイの子ムスタファ・ベイ」
に比定できるであろう。
　このムスタファ・ベイは、多くの家屋を所
有するダマスクスの名士であったが、支配者
とは距離を置く敬虔な人物であったとされ
る。1756年に没し、ダマスクスの家族墓に埋
葬されたという（47）。しかし、マイヤーは彼
の別の一面を指摘する。ワクフの管理運用権
を男系親族で独占するため、ムスタファ・ベ
イは、母ラビーヤを精神障害があると称して
排除しただけでなく、彼の姉妹とその子孫に

ワクフの管理運用権を放棄させ、代わりに金
を支払ったという。
　その後、ムスタファ・ベイの玄孫であるウ
スマーンが、マルダムベイ家躍進において重
要な役割を果たした（48）。その前半生はほと
んど知られていないが、ウスマーンは19世紀
半ばにはダマスクスの商業界の重要人物にな
っていた。そして、1860年以降のいずれかの
時点で、彼は兄弟のアリーとイスタンブルに
赴き、自分たちの先祖であるララ・ムスタフ
ァ・パシャとファーティマのワクフに対する
権利を公的に承認させることに成功した。こ
れにより、マルダムベイ家は、同時代に類を
見ないほどの資産家となった。タミーム・マ
ルダムベイによると、ウスマーンは他家の娘
と結婚しただけでなく、彼の従兄弟の娘や、
ファーティマの母方の祖父シーバーイから10
代目の子孫にあたる女性とも結婚したとい
う（49）。そのようにして彼は、一家の結束力
を強めようとしたのかもしれない（50）。
　マルダムベイ家で最も有名なのは、ウスマ
ーンの二人の孫ジャミールとハリールであ
る。彼らは『イスラーム百科事典』にまで記
載されている（51）。ジャミール・マルダムベ
イ（1893-1960年）は、初等、中等教育をダ
マスクスで受けた後、パリで政治学を学ん
だ。1913年には、パリで設立されたアラブ会
議の事務局長補佐に任命された。シリアに戻
ってからは、財務大臣、外務大臣、首相など
の政府重職を歴任した（52）。一方、彼の従兄
弟ハリール・マルダムベイ（1895-1959年）は、
文学や学術の世界で著名であった。優れた詩
人であっただけでなく、古典アラブ文学作品
の校訂や研究を多数発表し、その中には、さ
きに見たララ・ムスタファ・パシャとファー
ティマのワクフ設定文書も含まれる。1957年
には、アラブ・アカデミーの総裁に任命され
た（53）。さらに、1959年にダマスクスで出版
された名士録には、ジャミールとハリールの
ほかに、マルダムベイ家の者が 5 人記載され
ている（54）。
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　マルダムベイ家の中には、シリア国外で活
躍する者もいる。例えば、ジャミールの娘サ
ルマー（1934-96年）は、ロンドンで暮らし、
主に父の残した記録に基づいて、第二次世界
大戦中のシリアの独立運動についての本を出
版した（55）。また、ファールーク・マルダム
ベイ（1944年-）は、パリ在住の図書館員、
歴史家、編集者で、アラブ世界研究所の図書
館長と文化顧問を数年にわたって務めた（56）。
　家族史家のタミーム・マルダムベイは、自
身がガウリーより15代後の子孫になる。彼に
よれば、最も若い世代は、ガウリーより18代
目になるという。また、彼の本に載っている
最も若い子供は、彼の孫娘で、2009年初めの
生まれだということである（57）。
　このように、マムルーク朝スルタン = ガ
ウリーの家系は、マムルーク朝滅亡後500年
を経て、現在にまで続いているのである。の
みならず、彼の孫娘ファーティマとララ・ム
スタファ・パシャのワクフの少なくとも一部
は、まだマルダムベイ家の管轄下にあるらし
い。タミーム・マルダムベイは、1995年 4 月
以来、レバノンにあるワクフ物件の管理人を
務めているそうである（58）。

　以上見てきたファーティマの事例から、次
の 2 点を指摘できるであろう。第一に、ワク
フが、家族の富と威信を維持・継承する上で
の鍵だったことである。第二に、家系の存続
において、女性が重要な役割を果たしたこと
である。もしガウリーの息子ナースィル・ム
ハンマドの後継者が、ファーティマではなく
男子であったら、ガウリーの家系は落ちぶれ
て忘れられてしまったか、絶えてしまったか
もしれない。マムルーク朝スルタンの男系子
孫は、オスマン朝支配層とのつながりを持て
なければ、社会的に上昇するチャンスを見
つけるのが難しかったと考えられるからで
ある。したがって、この家系がこれだけ長く
続いた最大の理由は、ファーティマがオスマ
ン朝の有力軍人ララ・ムスタファ・パシャと

結婚し、彼と共同でワクフを設立して、大規
模な財産を残したことであるといえるであろ
う。

おわりに

　本研究の今後の課題は、第一に、バルス
バーイのワクフ設定文書概要（MS Orient. 
A 1689, Gotha）の校訂を英語の解題つきで、
なるべく早く出版することである。私が担当
する解題は、、だいたい上記1.の通りであり

（ワクフの内容をまとめた表やその分析は、
ここでは省略）、これから英語の校閲を受け
る必要があるが、ほぼ完成している。文書の
校訂は、現在ゲント大学（ベルギー）に所属
する Tarek Sabra 研究員が主に担当し、こ
ちらも原稿はできあがっている。あとは二人
で文言をチェックするだけである。
　第二の課題は、ファーティマのワクフと子
孫に関する研究（上記2.）を英語で論文にま
とめ直すことである。既に投稿先の学術誌は
Orient に決定しており、締切は2018年末なの
で、現在それに向けて準備中である。
　また、本研究を進める中で、既に出版され
ているにもかかわらず、学界でほとんど知ら
れていないワクフ設定文書 1 点があることが
わかり、そのコピーを入手したので（59）、そ
れを検討した論文を書き、国際学術誌に投
稿する予定である。さらに、MS Orient. A 
1689の校訂と研究を出版後に、フランス国立
図書館所蔵のマムルーク朝スルタン = カー
イトバーイのワクフ設定文書集（MS Arabe 
1118）についても同様に、Tarek Sabra と共
同で研究し、解題を付した校訂を出版しよう
という計画もある。
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